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いかと考え,粉 末大豆で納豆を製造 し,短 時間で栄養
価値の高い食品として利用出来るかどうかを知るため
前報1)に おいて旨味,香 り,栄 養的価値 に関連の深い
ア ミノ態窒素,ア ンモニァ態窒素,糖,ビ タ ミンBz
の各成分について丸大豆使用納豆との比較検討を行 っ
た。その結果,形 態の違いが納豆菌の繁殖に影響を与
え,丸 大豆より表面積の大 きい粉末大豆 においては短
時間で納豆化が行われるとい う結論を得た。
 また,納 豆菌が生産する加水分解酵素のうち最 も納
豆 の発酵過程に関与する酵素はタンパ ク質分解酵素で












 納豆菌:宮 城野納豆製造所(仙 台市)で 純粋培養さ
れたBacillus nattoを 使用 した。
 原料:丸 大豆 はアメ リカ産の ものを使用 し,粉 末大
豆はそれを 一196。Cで 瞬間凍結粉砕 したものを使用
した。
 納豆の製造:前 報D同 様に行 い発酵0か ら20時間ま
で2時 間ごとにとり出 し,こ れを試料とした。
2実 験方法
 各試料を乳鉢で充分す りつぶ したのち一定量を秤取
し,約6倍 の4M尿 素を含む0.1MNaClに 懸濁 し
1時 間室温で撹伴抽出を行い,8,000×gで20分 間遠
心分離後その清澄液をとり,こ れをさらに56,000×9
で1時 間遠心分離 し,こ の清澄液を水溶性タ ンパク質
抽出液とした。
 1)Sephadexに よるゲルロ過
 Sephadex G-50を 水によ く分散 させ24時 間室温に
懸濁放置して完全に膨潤させたのち4M尿 素を含む
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素を含む 0.1M NaClで溶出 (10mljhr)し，フラク
ションコレクターで1.5 mlずつ秤取して分画を行い，

































































































発酔 ?C骨子 発酵 発酵 発両手 発酵





(MW:9A x 1(1) 
4一-2アルブミン
(MW:G.7 x 1(1) 
骨一一・1オボアルブミン




(MW:2.01 X 1(1) 
埠一一Gα ラクトアルブミン
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3.6 1 :ミオグロビン(MW:17，201) [ 。切
2 :ミオグロビン I十 I(MW:14，632) 









。 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 
K<¥v 
















解が進み， (1) (2)のピークは減少し， (3)のピークは著
しく減少， (5)のピークは著しく増加し，新たに分子





















図9 Sephadex G-10による 6M塩酸グアニジン存在下でのゲ、jレロ過
分子量:1: 1. 7 X 104; 2: 8.1 X 103; 3: 5.3 X 103; 4: 4.2 X 103; 5: 3.6 X 103 ; 
6: 3.1X103; 7: 3. OX103; 8: 2. 3X103; 9: 1. 6X103 
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